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●はじめに　
トルコにおいてテロの連鎖が止
まらない。二〇一五年六月から二〇一六年四月までにアンカラ、イスタンブルを中心に七回もの大規模テロが発生した（表１参照） 。犯行声明が出てい ものもあるが、実行犯はクルディスタン自由の鷹（
T
ey
rêb
azên
 A
zad
iy
a 
K
urdistan ：ＴＡＫ）
⑴と、 「イスラ
ーム国」
Islam
ic State ：ＩＳ）
⑵
に大別することができる。　
ＴＡＫが活動を活発にさせた背
景は、二〇一五年七月のトルコ政府とクルディスタン労働者党（P
artiya K
arkerên K
urdistan ：
ＰＫＫ）の停戦破棄、そして停戦破棄以降、トルコ南東部でのトルコ軍と 、特に青年過激派グループである愛国革命青年運動（Y
u
rtsev
er D
ev
rim
ci G
en
çlik 
H
areket ：ＹＤＧ
－ Ｈ）の衝突に
よるクルド人の犠牲者の増加に求められる。ＴＡＫがＰＫＫ傘下の組織かどうかに関して検討の余地はあるとしても、都市部に潜んでいた潜在的過激派がその活動を活発化した理由は存在するのである。一方、ＩＳに関しては、トルコにおけるＩＳと どのような人々よって構成されているのか、トルコのＩＳは 枚岩の組織なその目的とは何か など まだに多くのことがよくわかっていない。二〇一五年以前、トルコはシリアに向かう外国人戦闘員の交通路となっていたが、トルコにＳの活動は可視化されていなかった（参考文献①） 。しかし、二〇一五年以降、ＩＳはトルコで五回のテロを実行し、二〇一五年六月からはトルコ語による機関紙『コンスタンティニエ』（K
onstantiniyye
）を発刊している。
　
本稿は、最近のトルコにおける
テロに関して、その活動実態がいまだ不鮮明な、トルコＩＳの活動に焦点を当て、入手可能な公開情報を基に、その起源と構成について素描する。その手がかりとして、①二〇一五年 トルコで起きた一連のＩＳによるテロの実行犯であり、アドゥヤマン県出身者を中心に結成された「ドクマジュラ ・グループ」 （
D
okum
acılar G
rubu ） 、
②アドゥヤマン県と並び、ＩＳの戦闘員を輩出しているビンギョル県における過激派のルーツ、③二〇一五年一〇月二八日に内務省が公開した危険人物リストにおいて最重要人物に指定されたイ ハミ・バル（
İlham
i B
alı ）に代表さ
れるトルコＩＳの幹部、④ＩＳがトルコのなかでも潜伏先、兵站線として使用し いるキリス県とガズィアンテプ県の状況、という四
つの視点から考察し、トルコＩＳの実態を浮かび上がらせたい。●「ドクマジュラル・グルー
プ」の起源と実態
⑴
 「ドクマジュラル・グループ」による一連のテロ事件
　
表１にあるように、二〇一五年
の間にＩＳによるテロがトルコで三回起きた。最初のテロは、六月五日にクルド系政党の人民民主主義党（
H
alk
ların
 D
em
ok
ratik 
P
artisi ：ＨＤＰ）のディヤルバク
ルにおける集会で爆発が起こり、
分析リポ トー
????????????????????
?????????
??
? ??
表 1　2015 年 6 月以降にトルコで発生した主なテロ
日時 場所 実行犯 犠牲者
2015 年 6 月 5 日 ディヤルバクル IS 4 名死亡
2015 年 7 月 20 日 スルチ IS 32 名死亡
2015 年 10 月 10 日 アンカラ IS 103 名死亡
2016 年 1 月 12 日 イスタンブル IS 10 名死亡
2016 年 2 月 17 日 アンカラ TAK 28 名死亡
2016 年 3 月 13 日 アンカラ TAK 37 名死亡
2016 年 3 月 18 日 イスタンブル IS 5 名死亡
（出所）新聞など参照し、筆者作成。
13_分析リポート.indd   40 16/07/04   10:32
41 アジ研ワールド・トレンド No.250（2016. 8）
四名が死亡、一〇〇名から四〇〇名の負傷者が出た。この集会にはＨＤＰの共同党首であるセラハッティン・デミルタシュ（
Selhattin 
D
em
irtaş ）をはじめ、多くのＨ
ＤＰの議員が参加していた。この事件の実行犯としてその後、ガズィアンテプ県で拘束された がアドゥヤマン出身の若者、オルハン・ギョンデルであった。ギョンデルは、自爆ではなく、集会の近くで携帯電話を売っていた男に、ビニール袋に入った爆弾を「睡眠薬が入っているので集会が終わるまで預かってくれ」と預け、犯行に及んだ（
T
24 、二〇一五年六月
八日付、
http://t24.com
.tr/haber/
d
iy
a
rb
a
k
ird
a
k
i-sa
ld
irila
ri-
g
e
rc
e
k
le
stire
n
-k
isin
in
-isid
-
m
ilit
a
n
i-o
ld
u
g
u
-id
d
ia
-
edildi,299106 ） 。
　
七月二〇日には、トルコ南東部
のシャンルウルファ県スルチでコバニ（アイン・アラブ）復興のボランティアを狙った自爆テロが起こり、三二名が死亡、一〇〇名以上が負傷した。スルチは、二〇一四年九月から二〇一五年一月までＩＳとクルド民主統一党(P
artiya Y
ekîtiya D
em
okrat ：Ｐ
ＹＤ）およびその軍事部門である
クルド人民防衛隊（
Y
ekîneyên 
P
arastina G
el ：ＹＰＧ）を中心と
したクルド人勢力が激しく争ったシリアのコバニから国境を挟んで程近い地域であった。ボランティアに参加していたのは、主にクルド人の若者であった。スルチの事件の実行犯もアドゥヤマン出身の二〇歳の若者、シェイフ・アブゥルラフマン・アラギョズであった。　
さらに一〇月一〇日にアンカラ
の中心部、スーヒエで主にクルド系団体と左派系団体によって催された平和を求める集会を狙った大規模な自爆テロが発生、一 三名が犠牲となり、トルコ共和国史上最悪のテロ事件となった。この自爆テロの実行犯はその後、スルチでの自爆テロの実行犯であ シェイフ・アブドゥルラフマンの兄で二五歳 ユヌス・エムレ・アラギョズと、シリ 人 男性であったことが判明した。　
二〇一五年に起きた三回のテロ
実行犯はいずれもアドゥヤマン出身の若者であり、標的とされたのは主にクルド人のグループであった。アドゥヤマン出身のトルコ人から構成されるＩＳのグループは当初「アドゥヤマン・グループ」
と呼ばれていたが、その後、アドゥヤマンでＩＳのリクルーターをしていたムスタファ・ドクマジュ（M
ustafa D
okum
acı ）の名前をと
って、 「ドク ジュラル グ プ」と呼ばれるようになった（アモニター、二〇一五年一〇月二三日付、
http://w
w
w
.al-m
onitor.
com
/p
u
lse/orig
in
als/2015/10/
tu
rk
e
y
-sy
ria
-
isis-ad
iy
am
an
-
suicide-bom
ber-
arsenal.htm
l#
） 。
トルコの内務省が公表した危険人物リストにおいて、 「ドクマジュラル・グループ」は、リクルーターであるドクマジュが最も危険とされる赤色リストに、それ以外のメンバーがその次に危険な青色リストに名を連ねた（表２参照） 。内務省は二〇一六年四月初旬にリストをアップデ
ートし、青色リストに名を連ねるＩＳメンバーは二〇名となった。⑵
 「ドクマジュラル・グループ」の結成
　
それでは、 「ドクマジュラル・
グループ」はどのようにして結成されたのだろうか。その手がかりはまず、彼らの出身地であるアドゥヤマンにある。アドゥヤマンは
表 2　内務省の危険人物リスト（青色）に名を連ねた IS 関係者
名前 出身 出生年
ハジ・ユスフ・クズルベイ（Hacı Yusuf KIZILBAY） アドゥヤマン 1993
カスム・デレ（Kasım DERE） アドゥヤマン 1984
マフムット・ガーズィ・デュンダル（Mahmut Gazi DÜNDAR） アドゥヤマン 1993
メフメット・ムスタファ・チェヴィック（Mehmet Mustafa ÇEVİK）⇒当局監視下 アドゥヤマン 1992
オメル・デニズ・デュンダル（Ömer Deniz DÜNDAR） アドゥヤマン 1993
ヤクップ・アクトゥルム（Yakup AKTULUM）⇒当局監視下 アドゥヤマン 1988
メフメット・イシィク（Mehmet İŞİK） アドゥヤマン 1996
メフメット・タシャル（Mehmet TAŞAR） アドゥヤマン 1994
ムハメット・ザナ・アルカン（Muhammet Zana ALKAN） アドゥヤマン 1995
エルセル・オジャック（Ersel OCAK） アドゥヤマン 1994
マフムット・ガジィ・タタル（Mahmut Gazi TATAR）⇒ YPG に拘束 アドゥヤマン 1991
レジェップ・ヤマン（Recep YAMAN） アドゥヤマン 1984
アイシェヌル・インジ（Ayşenur İNCİ） アドゥヤマン 1994
デメト・タシャル（Demet TAŞAR） アドゥヤマン 1994
メルヴェ・デュンダル（Merve DÜNDAR） ドイツ 1996
ウルカル・マモドヴァ（Ulkar MAMODOVA） アゼルバイジャン 1987
カディル・ギョズカラ（Kadir GÖZÜKARA） アドゥヤマン 1992
（出所）“İçişleri Bakanlığı en çok arananlar listesini yayınladı”, Radikal, 28 Ekim, 2015.
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アドゥヤマン県の県庁所在地である。アドゥヤマンでＩＳのリクルトー活動が始まったのは、二〇一三年頃からとみられている。まず、リクルーターであるドクマジュは大学入学の準備をしていたマフムット・ガーズィ・デュンダルとオメル・デニズ・デュンダルという二人の兄弟を誘い入れ、彼らをシリアに渡航させた（ 『ラディカル』紙、二〇一五年一〇月一二日付、
http://w
w
w
.radikal.
com
.tr/turkiye/ankara-saldirisini-
dokum
acilar-m
i-yapti-1449795/ ） 。
次に名前が出てくるのがアンカラのテロの実行犯であったユヌス・エムレである。ユヌス・エムレはアドゥヤマン 中心地に近いバフチェチック地区の出身で、アラビア語の教育を受けるために、二〇〇八年からアフガニスタン、シリア、イラク、イラン、サウジアラビアなどに渡っていた。そ過程でイスラーム、特に過激な言説に惹かれるようになったと考えられる。そして二〇一四年に帰国後は「イスラーム・チャイ・オジャック」というチャ ハネ（トルコの喫茶店）を始めるとともに、アドゥヤマンのいくつかの地区で若者にイスラームの教えを説い
いた。弟のシェイフ・アブドゥルラフマンもチャイハネを手伝っていた。ディヤルバクルの事件の実行犯であるオルハンも同じバ チェチック地区に住み、ユヌス・エムレの経営するチャイ ネによく顔をだす友人であった。ユヌス・エムレは、チャイハネの中二階をイスラームの教えを説いたり、議論したりするサロンとして使用し、その部屋のひとつを礼拝所としていた。二〇一四年一〇月にギョンデルの父親などが息子の行動がおかしいとして、 「イ ・チャイ・オジャック」を訪問 とともに、 警察に通報した。ユヌス・エムレは二回に渡り、警察に出頭させられ、その後、 「イスラーム・チャイ・オジャック」は閉店しアラギョズ兄弟は二人とも二〇一五年三月から行方不明になった。　
ドクマジュはアドゥヤマン県か
ら約四〇〇人の若者をＩＳに引き入れ、その内六 人は自爆テロ実行犯として訓練されたとみられている
⑶。もちろん、リクルートさ
れた若者の親も状況を静観していたわけではない。シリアへ渡っ若者の親の多くは、トルコ警察に調査を依頼し り、シリアもしく
はシリア国境まで直接出向いて息子を説得したりしている（ 『ラディカル』紙、二〇一五年六月一五日付、
http://w
w
w
.radikal.com
.
tr/turkiye/diyarbakir-saldirisinin-
arka-plani-alevi-kurt-zanli-iside-
boyle-katilm
is-1379173/ ） 。しかし、
多くの場合、親たちは子どもたちと会うことができず 運よく引き戻すことができたとしても、多くの若者は精神的に不安定な状況に陥ると報告されている。　
また、ＹＰＧによって捕虜とな
っているとみられるマフムット・ガージ・タタールは、ＩＳに加わる前にアドゥヤマンのチャイハネで実施されていた「宗教教育キャンプ」に参加したと証言してい 。このようにアドゥヤマンは、ＩＳに出身者が加わるだけでなく、トルコにおけるＩＳの出先の役割も果たしているよう あ 。　
通常、トルコ国内でリクルート
された若者は、ガズィアンテプ県からシリアに入り、 以前はタッル・アブヤド、二〇一五年後半からはラッカに赴く。 「ドクマジュラル・グループ」のメンバーは、ＰＹＤ／ＹＰＧとの戦闘に参加しており、前記したオルハン・ギョンデル、シェイフ・アブドゥルラフマンと
ユヌス・エムレのアラギョズ兄弟も二〇一四年一〇月にタッル・アブヤドに入ったとみられている。⑶
 共和人民党代表団によるアドゥヤマンでの聞き取り調査
　
ディヤルバクルとスルチでの事
件を受け、第二政党の共和人民党（C
um
huriyet H
alk P
artisi ：ＣＨ
Ｐ）の議員団が二〇一五年七月三〇日と三一日にアドゥヤマンを訪問し、そこでＩＳに渡った若者たちの家族、ＮＧＯ職員、警察署職員、さらにはスルチでのテロ実行犯として服役 ているギョンデルなどへの聞き取り調査を行った（ＣＨＰ議員団のアドゥヤマンにおける調査に関するレポート、h
ttp
s
:/
/
w
w
w
.c
h
p
.o
r
g
.tr
/
H
a
b
e
r
l
e
r
/
1
7
/
c
h
p
-
m
illetv
ek
illerin
in
-ad
iy
am
an
d
a-
y
ap
tik
lari-in
celem
ey
e-ilisk
in
-
rapor-2651.aspx ）
⑷。
　
そのインタビューから明らかに
なったＩＳにリクルートされた若者の行動は、①若者たちは夜九時から一〇時あたり 家を抜け出し、チャイハネに行き 夜遅くもしくは朝方帰宅する、②ひげを伸ばしたり、伝統的なムスリムの衣装を身に着けたりする、③母親や女兄弟にスカーフを着用するように論
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じる、④政府が指名した導師、政府が運営するモスクで礼拝することを否定する、⑤トルコの他の地域に旅行に行くという名目 数万円持って外出す （実際はシリアに行く） 、というものであった。また、シリアでロシア人やドイツ人の女性と結婚し、妻、場合によっては子どもをともなって ドゥヤマンに帰省する。多くの者は、一度アドゥヤマン 帰省してから再度シリアに渡ってい　
また、ギョンデルとのインタビ
ューにおいて、ギョンデルは家族から常に勉強しろ、働けといわれることに反発していたこと、学習塾に入ってから礼拝をしたり、国際的なネットワ クを持ち トルコ国内でも最有力の神秘主義教団であるナクシュバンディー教団の会合に参加したり、チェチェン紛争のビデオをみたりしたことを説明している。そして、ＩＳと爆破事件に関しては、彼自身はシリアに行かず、ディヤルバクルには爆破事件の一週間前に行ったことなどを説明している。ただ、彼自身が面会の際 述べているよう 精神的に病んでおり、証言が正しいかは疑問の余地があるだろう
⑷なぜアドゥヤマンなのか　
人口約六〇万のアドゥヤマン県
は、非常に保守的な県であり、一般的にはクルド系政党の支持基盤であるトルコ南東部に位置するが、総選挙では二〇〇二年以降、公正発展党（
A
dalet ve K
alkınm
a 
P
artisi ：ＡＫＰ）が勝利し続けて
いる。二〇一五年に実施された二度の総選挙においてもＡＫＰへの高い支持率が目立った（表３参照） 。アドゥヤマン県からＩＳのメンバーが多く出ている背景として、保守的でイスラームの教えに従順である点、アドゥヤマン県の経済状況がよくない点などが指摘されている（アル・モニター、二〇一五年七月二三日付
http://
w
w
w
.a
l-m
o
n
ito
r.co
m
/
p
u
lse
/
o
rig
in
a
ls/
2
0
1
5
/
0
7
/
tu
rk
e
y
-
adiyam
an-isis-connection-suruc-
bom
bing.htm
l#
） 。アドゥヤマン
県はイスラームに熱心な人が多いのに対し、そうした人たちの受け皿となる地域に根ざした有力 イスラーム組織がない。この点が、アドゥヤマン の若者が直接ＩＳに赴くようになる理由のひとつである。確かにアドゥヤマン県はトルコ国内の有力な神秘主義教団のひとつである「メンズィル教団」
（
M
enzil C
em
atti ）の拠点である。
しかし、 「メンズィル教団」は、トルコ共和国の原則のひとつである政教分離を受け入れ、政治については論じないことを特徴としている。 あくまで教育の普及や麻薬・アルコール依存から脱却するためのリハビリを活動の中心に据えている。そのため、ＩＳに感化され
る若者たちが欲するような活動は行われていない。　
また、クルド人が多いトルコの
南東部は、失業率がトルコの平均よりもかなり高い（図１参照） 。トルコ統計協会の数値を参考にすると、アドゥヤマン県の失業率は、二〇一一年が一六・一％、二〇一二年が一五・八％、二〇一三年が
表 3　2015 年におけるトルコ総選挙の結果（550 議席）
政党／投票日 6 月 7 日総選挙（投票率：83.9%）
6 月 7 日総選挙
（アドゥヤマン県）
11 月 1 日総選挙
（投票率：85.2%）
11 月 1 日総選挙
（アドゥヤマン県）
公正発展党 40.9%（258） 59% 49.5%（317） 69%
共和人民党 25.0%（132） 11% 25.3%（134） 11%
民族主義行動党 16.3%（80） 4.5% 11.9%（40） 3%
人民民主主義党 13.1%（80） 11% 10.8%（59） 14%
（出所）高等選挙委員会ウェブサイトを参照し、筆者作成。
図１　アドゥヤマン県とビンギョル県の失業率
（出所）トルコ統計局、世界銀行。
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九・一％となっている（トルコ統計協会ウェブサイト、
http://
w
w
w
.tu
ik
.g
o
v
.tr/
U
stM
e
n
u
.
do?m
etod=
tem
elist ） 。トルコ全
体の失業率の平均は、二〇一一年が九・八％、二〇一二年が九・二％、二〇一三年が八・七％となっており、二〇一一年と一二年のアドゥヤマン県の失業率はトルコの平均よりも約六％高い（二〇 三 に極端に失業率が下 っている理由は定かではない） 。職に就けない若者がチャイハネなどに集まり、そこでＩＳのリクルーターと出会い、ＩＳに戦闘員として参加するという負の連鎖が生じている。●クルド対クルド⑴ビンギョル県の 分子　
アドゥヤマン県以外では、ビン
ギョル県からもＩＳに渡る若者が多く、ＩＳやヌスラ戦線などの過激派に六〇〇人以上が参加しているとみられている（アル・ジャジーラ・トルコ
http://appsaljazeera
.com
/ interactive/ isid_dosya/
bingol.htm
l ） 。ビンギョルには、
クルド語の方言のひとつとみなされているザザ語を話すザザの人々が住んでいる。ザザなどのクルド人のなかのさらにマイノリティの
人々は、自身の民族的なアイデンティティーが不安的である。そのため、クルドという民族よりもイスラームという宗教をアイデンティティーの上位に据えているともいわれている。また、自己のデンテ を不安定化させているクルドという民族性に敵意を抱く者もいる。そうしたイスラームへの傾倒とクルドと うアイデンティティーへの敵意が、一部のザザの人々をシリアへと赴かせている。クルド人 イスラーム急進主義に詳しいビンギョル大学のメフメット・クルトは、 「サラフィー主義に傾倒する はトルコ共和国が好きではな 。しかし、同時に（ＰＫＫのようなアイデンティティーを強調する）クルド人も好きではない」という見解を述べている アル・モニター、二〇一五年七月二三日付、h
ttp
://w
w
w
.al-m
on
itor.com
/
pulse/originals/2015/07/turkey-
adiyam
an-isis-connection-suruc-
bom
bing.htm
l#
） 。
　
トルコ統計協会の二〇一四年の
データによると、ビンギョル県はトルコ国内で二番目に自殺率が高く
⑸、近年特にその数が増えてい
る。自殺の理由は、将来への希望
が薄いことと薬物依存とされる。これらの若者にとっては、単な自殺よりも天国への扉が開かれる（と彼らが信じる）ＩＳへの参加と自爆テロの方が魅力的 映る。　
ビンギョル県でも、ＩＳのリク
ルート活動の中心となったのは、アドゥヤマンの場合 同様にチャイハネであり、そ リクルート方法は、①ＩＳに加わりそうな若者と宗教に関して議論を行う、②イスタンブルやブルサ 小旅行に出かける（トルコ人のムスリムとして「堕落した」生活態度をみせる）③月に三〇〇ドルの報酬を手渡す、という三段階であった（ミドル・イースト・アイ、二〇一五年一二月一一日付、
http://w
w
w
.m
iddle
easteye.net/in-depth/features/
riv
al-b
roth
ers-k
u
rd
s-sn
atch
ed
-
islam
ic-state-1491602783 ） 。その
後、ＩＳに感化された若者は、シリアもしくはイラクに向か 、戦闘に従事するようになる。ビンギョル県の住民の証言では、ＩＳに感化された若者は、彼等が堕落したムスリムとみなしている一般の人々とモ クで一緒に礼拝せず、地下にある礼拝室で礼拝 た。ビンギョル出身の有力なＩＳグループのひとつであった通称「髭を
生やした人々 」 （
Sakallılar ）は
二〇一五年一一月二二日にディヤルバクル県に潜伏中、警察と銃撃戦になり、テロリスト五名、警察官二名が死亡した。⑵
 トルコ・ヒズブッラーからＩＳへと代わる受け皿
　
ビンギョ 県は一九八〇年代に
立ち上げられた過激派イスラーム組織、トルコ・ヒズブッラーの温床であった （参考文献②） 。 ト コ・ヒズブッラーは、レバノンのヒズブッラーとは関係がない、スンナ派クルド人の である。ただし、宗派は異なるものの、ＰＫＫに対する利害が一致していたため イランがトルコ・ヒズブッラーを支援していたとみられている。ま 、トルコ政府も同様の理由で、九〇年代後半にトルコ・ヒズとの関係を深めた。ブッラーはＩＳやＰＫＫが当初採ったの 同じ戦略を展開し 。それは、 「近い敵」 、すなわちＰＫＫなど同じクルド系の過激派組織への攻撃である。トルコ・ヒズブッラーは、発足当初、ライバル関係にあるクルド系イスラーム組織のメンバー一〇〇名を拉致し、拷問を加えるなど、残忍な手口を使ってその殲滅を目指した（アル・モ
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ニター、二〇一二年一二月二三日付、
http://w
w
w
.al-m
onitor.com
/
pulse/originals/2012/al-m
onitor/
hizbullah-turkey-islam
ist.htm
l ） 。
トルコ・ヒズブッラーにとって、ＰＫＫは「近い敵」であるだけでなく、イデオロギー上の イバルでもあり 両者の抗争は激化し、約七〇〇人が死亡したとされる。その一方でトルコ・ヒズブッラーの会合には少 とも五万人の参加者が集まるなど、ビンギョル県、バトマン県、ビトリス県、ディヤルバクル県など限られた一部の地域で民衆から 支持が厚かった。　
トルコ・ヒズブッラーは一連の
幹部が逮捕されたことにより二〇〇〇年代にその影響力が低下し、現在の活動の中心は二〇一二年に発足したスンナ派クルド人政党である「神の党」 （
H
uda 
P
ar ）となっている。政治活動に
特化した「神の党」は、トルコ・ヒズブッラーの最終的なあるべき形ともいわれているが、武装闘争を展開していた戦闘員たちはいまだに地下に潜伏しているか、ＩＳへ加わっているとする見方が強い。また、 「神の党」 ＨＤＰとの衝突も二〇一四年一〇月のコバニでのＩＳとクルド勢力の戦闘に端を
発するＨＤＰの抗議活動以降、頻繁に起こっている（ 『フォーリン・アフェアーズ』誌（ウェブ版） 、二〇一五年五月四日付、
https://
w
w
w
.foreignaffairs.com
/articles/
turkey/2015-05-04/turkeys-other-
kurds ） 。ＨＤＰ共同党首のデミ
ルタシュは六月五日の爆破事件後、トルコ・ヒズブッラーの仕業であるとト コ・ヒズブッラーを名指しで批判している。●トルコＩＳの幹部とＩＳの
活動地域
⑴
 イルハミ・バルとユヌス・ドゥルマズ
　
トルコのＩＳにおいて、 「ドク
マジュラル・グループ」の中心はリクルーターであるドクマジュである。しかし、彼はあくまでリクルーターであって実行犯に指示を出す存在ではない。それ は、 「ドクマジュラル・グ プ」やクルド系ＩＳを操るの 誰なのか。その人物は、 「エブーベキ 」というコー ネーム 持つバル る。バルは、ＩＳがトルコを攻撃したほとんどの作戦を指示した人物とされる。 「ドクマジュラ ・グループ」による一連 自爆テロ、警察と国家情報局（
M
illî İstihbarat 
T
eşkilatı ：
M
İT
）が未然に防いだ
といわれる三三の自爆テロ、二〇一五年三月に三人のイギリス人女子がトルコを経由し、ＩＳへと渡った事件など、すべての背後にバルがいると報じられている（ 『ハベルテュルク』紙、二〇一五年一〇月二八日付、
http://w
w
w
.
h
a
b
e
r
tu
r
k
.c
o
m
/
g
u
n
d
e
m
/
h
ab
er/1145707-b
en
i-b
u
lm
ak
-
istey
en
-b
u
ray
a-g
elir-ad
resim
-
belli ） 。ハタイ県出身で一九八二
年生まれのバルは「ドクマジュラル・グループ」の若者たちと異なり、過激派としての経験が長い。二〇〇二年にアル＝カーイダの一員として逮捕され、そ 後、三間の獄中生活を経験するとともに、M
İT
の監視対象になった。
二〇一二年にシリアに渡り、 ず、ヌスラ戦線に入った後、ＩＳ 渡った（ 『ヒュリエット・デイリー・ニュース』紙、二〇一五年一二月一一日付、
http://w
w
w
.hurriyet
d
a
ily
n
e
w
s
.c
o
m
/
tu
r
k
is
h
- 
isil-leader-gave-orders-for-m
ajor-
blasts-intelligence-reveals.aspx?P
ageID
=
238&
N
ID
=
92380&
N
ew
sC
atID
=
341 ） 。内務省の危険人物リ
ストにおいては、ＩＳ関係者ではドクマジュと並び、バルは最も危
険な赤色リストのなかに名を連ねた。二〇一五年一二月までガズィアンテプ県付近で活動していたが、その後、ＩＳの拠点であるラッカに呼び戻されたとみられている。　
もう一人、二〇一六年三月一八
日にイスタンブルの目抜き通りあるイスティックラル通りで起きたテロの首謀者とされ、アップデートされた危険人物リストで赤色リストに加わったのがガズィアンテプ県出身のユヌス・ドゥルマズ（Y
unus D
urm
az ）である。ドゥ
ルマズは三月のテロだけではなく、一〇月のアンカラでのテロ、そして二〇一六年一月一二日 イスタンブルの観光名所のブル モスクの近くで発生し、ドイツ人を中心に一〇名の外国人観光客が死亡した爆破テロの計画を練った人物とみられている。トルコ政府は二〇一五年一 月にガズィアンテプでＩＳ掃討作戦を実施し、ドゥルマズは取り逃がしたも 、彼の所有していたパソコン 押収た。そのパソコンからは、二〇一五年一一月にアンタルヤで開催されたＧ
20を狙ったテロ計画、
さらにトルコ人、クルド人 トルコマン人、アレヴィー教徒の対立を煽り、内戦を起こさせる計画
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関する文書が発見された。　
このように、赤色リストに名を
連ねる幹部は、リーダーで組織の活動を統括するバル、リクルーターであるドクマジュ そしてテロ攻撃のプランナーであ ドゥルマズ、というようにその役割分担が明確である。⑵
 ＩＳの兵站線としてのキリス県とガズィアンテプ県
　
ＩＳが主にトルコへの出入国で
使用していると考えられているのが、ジャラーブルスとガズィアンテプ県の間の国境と、アル・ライとキリス県の間の国境の二カ所である。トルコ政府が二〇一五年に拘束したＩＳに関連する外国人戦闘員は九一三人で、最も多かったのは中国人の三二四人、次いでロシア人の九九人、 番目はパレスチナ人 八三人となっている （ 『ヒュリエット・デイリー・ニュース』紙、二〇一五年一二月五日付http://w
w
w
.hurriyetdailynew
s.
com
/m
ost-isil-m
em
bers-detained-
on
-tu
rk
ish
-b
ord
er-com
e-from
-
china.aspx?pageID
=
238&
nID
=
92
386&
N
ew
sC
atID
=
352 ） 。拘束し
た戦闘員の出身国は五七カ国にものぼるとみられている。四七八人はシリアからトルコへ入 際に
四三五人はトルコからシリアへ入る際に拘束された。ほとんどがキリス県のエルベイリ地区で拘束されてい 。二〇一五年夏にトルコとシリアの国境間に壁が建設され始めるまでは、多くの人々が国境を往来していた。　
キリス県とともにＩＳが通路と
し、トルコでの作戦の拠点を構えていると考えられているのがガズィアンテプ県である。アンカラのテロの際に運転手を務めたハリル・イブラヒム・ドゥルガン等もガズィアンテプ 潜伏しており、一一月一四日に警察との銃撃戦の末、ドゥルガンは自爆して死亡した。また、ト コのテロ活動センターの調査によると
⑹、自爆テロ
に使われるベストはガズィアンテプ県で製造されている。二〇一四年にトルコ警察が三三枚の自爆用のベストをキリス県とガズィアンテプ県で押収するまで、自爆用ベストはシリアで製造されていた。しかし、押収された後はトルコ国内での製造に切り替えたとみらている。ＩＳは実行したテロ以外に、製造したベストを、イスタンブルのＨＤＰの事務所へのテロ、Ｇ
20の襲撃といった未遂に終わっ
た計画にも使用を検討していた。
●おわりに　
本稿では、アドゥヤマン県出身
者を中心に結成された「ドクマジュラル・グループ」の活動、ビンギョル県における過激派のルーツ、トルコＩＳの幹部とその活動地域を概観し、トルコにおけるＩＳ起源と構成について検討してきた。本稿で明らかになった は以下の諸点である。第一 アドゥヤマン県とビンギョル県の若者がＩＳに引きつけられるのは、失業率、現状への不満といった構造的 問題が背景にある これはフランスをはじめ したヨーロッパのムスリムが外国人戦闘員としてＩＳへ渡る動機と共通する。第二に、アドゥヤマン県とビンギョル県におけるＩＳの若者への巧みな勧誘方法である。第三に、ビギョル県にはトルコ・ヒズブッラーの影響がいまだに残っており、関連する人物がＩＳ 渡 いる点である。第四に、アドゥヤマン県とビンギョル県から へ向かう若者たちは確かに実行犯であるが、 その背後にいるのはイ ハミ・バル、ムスタファ・ドクマジュ、ユヌス・ドゥルマズといった「真のテロリスト」たちである。彼らの主な敵はこれまでたび び逮捕
されてきたトルコ政府であり、彼らにとってはトルコ政府を脅威に陥れることができれば、その大義名分はトルコ・ヒズブッラーでもアル＝カーイダでもＩＳでも構わないのである。　
本稿で論じてきたように、トル
コＩＳは① ドゥヤマン出身の若者から成る「ドクマジュラ ・グループ」 、②ビンギョル県出身でイスラームに傾倒するク ド人、③組織を統括する幹部たち、という三つのカテゴリーに区分できる（図２参照） 。　
二〇一五年一一月一三日のパリ
同時多発テロ、二〇一六年三月二二日のブリュッセル連続テロ事件にみられるように ＩＳはこれまでの「近い敵」 、すなわち中東地域の政府や非政府組織を狙う戦略から「遠い敵」であ 欧米諸国を狙う戦略に軸足を移しつつある。この傾向はトルコＩＳが二〇一六年にイスタンブルで起こした二のテロにも当て まる。これらのテロは明確に観光客を狙ったものであった。また、トルコ軍とＩＳ本隊との衝突もキリ 県の国境付近で二〇一六年四月以降、激化している。 これはトルコ南東部の 「シリア化」 、もしく 戦場がトルコ
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南部にまで拡大したことを意味する。パリ同時多発テロの犯人たちもガズィアンテプ経由でトルコに入ったとみられており、トルコＩＳが彼らをギリシャ国境付近までエスコートした可能性もある。公開資料が限られているため容易ではないが、さらにトルコＩＳがラッカのＩＳ本隊、そし ヨーロッパで活動するテロリス たちとどのような接触があったのかを考察すること ＩＳ 世界戦略においてトルコＩＳ、そしてトルコという場所が持つ役割がより明確になるだろう。
※二〇一六年五月一八日にガズィアンテプ県でユマス・ドゥルマズの潜伏先に警察の家宅捜査が入り、ドゥルマズは自爆して死亡した。（いまい
　
こうへい／アジア経済
研究所
　
中東研究グループ）
《注》⑴
 ＴＡＫは都市部でのテロ活動を特徴とし、二〇〇五年に観光地であるクシャダシュ、二〇〇六年にマラトゥヤ 一〇イスタンブル、そ て 一年一二月 イスタンブルのサビハギョクチェ 空港でテロを実行している。ＴＡＫに関しては、たとえば、
M
ahm
ut B
ozarslan, 
"W
ho Is T
A
K
 and W
hy D
id It 
A
ttack A
nkara?" A
l-M
onitor, 
29 F
ebruary, 2016.
⑵
 「イスラーム国」にはダーイシュ、ＩＳＩＬ
 (Islam
ic State in 
Iraq and the L
evant) などさま
ざまな呼称がある。本稿ではひとまず「イスラーム国」という呼称に統一する。 「国」の呼称に関しては、中東調査会イスラーム過激派モニター班『 「 国」の生態わかる
45のキーワード』明石書
店、二〇一五年、五〇～五二ページ。トルコ語ではＩＳＩＬのトルコ語訳である
Irak ve Şam
 
İslam
 D
evleti 
を簡略化した
IŞİD
（ウシッド） 、もしくはダ
ーイシュが使われている。
⑶
 ただし、アドゥヤマンからＩＳに渡った若者の人数に関しては、一〇数名というものから五〇〇名に至るまで証言があり、正確な数字はわかって ない。
⑷
 議員団は、ＣＨＰ党副党首 ヴェリ・アーババ、アンカラ選出のネジャティ・ユルマズとシェナル・サルハン、イスタンブル選出のアリ・シェケルとエレ ・エルデム、ガズィア テプ県選出のメフメット ギョクダ から構成された。
⑸
 トルコ統計局の最も新しい二〇一四年のデータによると、自殺率が最も高い はトゥンジェリ県、次いでビンギョ 県、エディルネ県、シノプ県、クルシェヒル県となっている。("İn
tih
ar İstatistik
leri, 2014" 
h
ttp
:/
/
w
w
w
.tu
ik
.g
o
v
.tr/
P
r
e
H
a
b
e
r
B
u
lt
e
n
le
r
i.
do?id=
18626) 。また、二〇一三
年のデータでもビンギョル県は三番目となっている
("İntihar 
İstatistik
leri, 2013" h
ttp
://
w
w
w
.
t
u
i
k
.
g
o
v
.
t
r
/ 
P
r
e
H
a
b
e
r
B
u
lt
e
n
le
r
i.
do?id=
16049) 。
⑹
 テロ活動センターは、二〇一五年七月二四日トルコ首相府の傘下に設置された組織で、アフメット・ダーヴトオール首相（当時）は「トルコ国内のすべてのテロを根絶やしに」することを設置の目的として掲げた。ＩＳ、ＰＫＫだけでなく、革命主義者人民解放党（
D
evrim
ci H
alk 
K
u
rtu
lu
ş P
a
rtisi-C
e
p
h
e
si: 
D
H
K
P
-C
）に代表される極右組
織も取り締まりの対象としている。
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図 2　トルコ・IS の構成
（出所）筆者作成。
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